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１ 農林専門職大学基本設計公表!!  (ＲＣ4 階建て) 

 県は８月 19日、2024年 4月に新庄市で開学

を目指す東北専門職大学（仮称）の基本設計を

公表した。（設計者：本間利雄設計事務所）総

工費 28億 1千万円の鉄筋コンクリート 4階建

て延べ床面積 4735 ㎡の教育・研究棟と鉄骨 2

階建て延べ床面積 2192㎡の交流棟の 2棟を整

備する。高等教育機関らしいアカデミックな

風合いを兼ね備え、地域のシンボルとなる施

設とすることなどが整備計画基本方針で、「や

まがた森林ノミクス」の推進に向け、内装に県産木材約 100㎥を活用する。整備スケジュー

ルでは、今年度、県立農林大学校の旧学生寮

を解体し、来年 7月から校舎本体工事に取り

かかる。同年 10 月には文部科学省への認可

申請を行う。順調に進めば、2023 年 8 月に

は認可が得られる見込みで翌年 4 月開校を

目指す。教育・研究棟は、１階に実験室（品

質評価・化学分析）や会議室、２階には大学

と付属校の農林大学校の演習室や講義室を

配置し、3，4階は大学教員の研究室やゼミ室

が中心となる。交流棟は、1 階には学生食堂や売店、2 階には附属図書館や自習室、吹き抜

けの大講義室を確保し、一般県民にも開放し、地域に親しまれる施設とする。 

 業界としては、県産木造施設を期待していたが、積雪深や落雪後の除雪管理、大講義室の

梁スパン長、総額予算等の諸課題によりＲＣ造となったようだ。内装材の県産木材 100㎥と

農林業への高度な担い手確保、最上地域初の 4年生大学の設置に大いに期待したい。 
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２ 令和 4 年度 森林・林業関係予算重点要望事項 を国へ提出!!   

 8月 24日中央の森林・林業団体（全木連等）が農林水産大臣に対し、令和 4年度森林・林

業関係予算重点要望書を提出した。近年、豪雨や地震等により全国各地で大規模な山地災害

が発生しており、森林整備・治山対策による「国土強靭化」や新型コロナウイルス感染拡大

契機とした木材価格高騰をはじめとする世界的な木材需給にも対応可能な国産材の生産・流

通体制の構築など、新たな課題が発生している状況にある。 

ついては、これらの課題に対応し、2050 年カーボンニュートラルも見据えた「森林・林

業・木材産業によるグリーン成長」の実現に向け、森林・林業・木材産業関連施策を加速・

強化するよう次の事項の実現を強く要望する。（以下、木材産業関連等を抜粋） 

〇林業・木材産業の持続的発展に向けた川上から川下を通じた取組の支援 

長期・持続的な林業経営の実現に向け、森林境界の明確化、施業の集約化、林道等の路網

整備における強靭化・長命化の推進を図るとともに、伐採から再造林・保育に至る収支の改

善を図る「新しい林業」を実現するため、ＩＣＴの活用によるスマート林業、エリートツリ

ー等の生産拡大、植林作業等の自動化機械の開発を推進する。また、世界的な木材価格の高

騰による木材需給の変化にも対応可能な国産材の安定供給体制の構築に向け、木材加工流通

施設の整備等を推進する。 

〇「改正木材利用促進法」も踏まえた木材利用の促進 

 「改正木材利用促進法」も踏まえ、住宅等における地域材の利用促進に加え、ＣＬＴや木

質耐火部材等の製品・技術の開発、それらを活用した中高層建築物や非住宅分野における木

材の利用拡大、さらにはＳＤＧｓ、低炭素社会の構築に向けた木材利用の意義等の普及啓発

を国民運動として展開すること。 

 森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策として、224 億円を要望した。内訳として、

林業・木材産業成長産業化促進対策として 146億円、林業イノベーション推進総合対策とし

て 19億円、建築用木材供給・利用強化対策として 22億円、木材需要の創出・輸出力強化対

策として 6億円、カーボンニュートラル実現に向けた国民運動展開対策に 6億円など。 

３ 県独自：新型コロナウイルス感染症対策!!   
県は 8 月 20 日から 9 月 12 日まで、新

型コロナウイルス感染症対策として「感

染拡大防止特別集中期間」を定め、県民

に対しコロナウイルス感染症拡大防止対

策の徹底協力を求めた。21日には新規感

染者数が 69名と過去最大を記録した。ま

た、妊娠中の方や人工透析中の方など重

症化リスクの高い人が感染された場合の

入院加療等を基本としている。24日から

は県有施設の使用制限も発表した。これ

まで以上に不要不急の県域をまたぐ出張

や非常事態宣言地域からの面会、帰省等

を控えるよう注意喚起を強めている。 

４ 竹の利活用技術 web セミナー出席!! 

 8月 24日 13時～16時竹イノベーション研究会（代表：福岡大学教授佐藤研一）が開催し

た竹の利活用技術 web セミナーに専務が出席した。林工連携コンソーシアムからの案内で、

竹の利用推進策や新技術等紹介された。興味のある方は連絡ください。資料があります。 
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５ ウッドショックの要因である外材の動向‼  

8月 30日林野庁木材貿易対策室から 7月分の輸入動向が提供された。米国の住宅着工数

は、コロナ禍による在宅需要の増加と住宅ローンの低金利により、本年 3月に 173万戸を

記録したが、7月は 153万戸と落ち着いた。木材価格も本年 5月には 1,494ドル/mbfを記

録したが、その後急落し 8月には 389ドル/mbfとコロナ禍以前のレベルまで低下した。し

かしながら、アジアでのコンテナ不足は続いており、海上輸送運賃が急激に値上がりして

いる。製材輸入量は＋5％増と回復したが、丸太輸入量は▲25％減となり、上半期でも対前

年比▲12％減となった。欧州からの製材輸入量は＋5％増となったが、対前年比▲21％で、

集成材輸入量はそれぞれ 0％、▲19％となっている。欧州材の製材と集成材価格とも前月

比＋7％前後で上昇中である。日本向け外材輸入量は厳しい状況が続く見込みだ。 

６ ９月以降の行事予定!! 

日 程 行  事  名 予定出席者 

9.  2 木産協三役会            （森林会館） 理事長ほか 

9.下旬 全国木材組合連合会東北支部会議   （福島市） 理事長・専務 

10. 14 第 55回全国木材産業振興大会     （札幌市） 専務 

11. 7 東京ＭＯＣＴＩＯＮ          （新宿区） 副理事長・専務 

R4.2.1 モクコレ 2022 ビッグサイト     （江東区） 副理事長・専務 

７ 日本百名山シリーズ紹介（羊蹄山：ヨウテイザン） 

７月中旬、ワクチン２回目接種終了から２週間

経過し、北海道の蔓延防止期間が解除になり、明

日から一週間晴れの日が続く週間予報が出たと

ころで夜な夜な登山の準備に取り掛かり、金曜の

仕事終了後にバイクで仙台のフェリーターミナ

ルに向かった。翌日午前、苫小牧は快晴で今回の

目的地羊蹄山（1,898ｍ）まで 150 ㎞の快適なツ

ーリングとなった。支笏湖や樽前山、恵庭岳を見

ながら、信号のないほぼ 10ｋｍは続く直線の一般

国道を高速で走り抜ける。途中、エゾシカが道に

飛び出したりと雄大な北海道を久しぶりに味わうことができた。羊蹄山の麓の真狩村（細川

たかしの出身地）には、午後到着した。（写真：65歳ライダーと羊蹄山）そこからニセコ駅

前の綺羅温泉に移動し、翌日の 4時起きに備えて寝た。翌朝、

登山口は既に 10台ほどの車が駐車しており、6時に登山開始。

独立峰の成層火山（通称：蝦夷富士）のため、ひたすら登りの

水場無しの登山となる。7合目までは樹林帯もあり北側斜面を

登っているので汗だくではあるが、標高分の涼しい風もあり

がたい。8合目を過ぎると真夏の直射日光により体力が大きく

消耗していくのが体感できる。山頂には本物の富士山と同様

に大きな火口があり、外輪山をめぐると山頂にたどり着く。

360 度視界の快晴の羊蹄山山頂です。11 時には下山開始、何

しろ帰りは 19時発のフェリーに乗るため、苫小牧までのツー

リングが残っている。なんとか港にたどり着き、海鮮市場で

ウニ・カニ・イクラの三色丼を食し、サッポロビールで仕上

げ、仙台に向けて出港した。久しぶりのちょい旅でした。 
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８ お知らせ（国税庁：令和 2 年分の所得税確定申告から） 

 詳細については、国税庁ホームページでご確認ください。 
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９ お知らせ（国税庁２：e-Tax による申告） 
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10 お知らせ（厚生労働省：職場の健康診断実施強化月間） 
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11 お知らせ（木塀事業：第 3 次募集） 
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12 住宅着工状況 

令和 3年 7 月期の県内新設住宅着工戸数は 564 戸となり、対前月比 96.1％、対前年同月比 123.7％、対前年累計比は 101.7％となった。 

市町村別で山形市・寒河江市・鶴岡市・酒田市が伸びている。全国的にも 5か月連続の増で、年間換算では 2年ぶりの 90 万戸超となる。 
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